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【背景】ワルファリンは本邦において頻用されてきた
薬剤の一つであるが、多くの医薬品、食品と相互作
用を示すことが知られている。食品の中では納豆と
の相互作用がよく知られており、薬剤師による服薬
指導の際には必ず、納豆を摂取しないよう指導を行
っている。しかし、ワルファリン服用中の入院患者
に対し、病院食として納豆が配膳されている現状が
あった。そこで今回、ワルファリン服用患者に対す
る食事オーダー「納豆禁」の指示漏れの実態と、そ
の改善に向けた取り組みを行ったので報告する。
【方法】平成23年4月、5月においてワルファリン服
用中の当院入院患者のうち、入院食として納豆が配
膳される可能性のある患者の調査を行った。なお、
当院では毎週土曜日の朝食に納豆が配膳される。
【結果】期間中におけるワルファリン服用患者は110
名であった。ワルファリン服用中にも関わらず、納
豆が配膳される可能性があった患者は9名であった。
これらの患者に対しては薬剤師が病棟へ連絡を行い
「納豆禁」指示を加えた。
【考察】今回の調査でワルファリン服用患者の約1割
に納豆が配膳される可能性があることが判明した。
納豆に含まれる納豆菌によるワルファリンの薬効減
弱は、72時間程度持続し、その間はワルファリンを
服用してもトロンボテスト値が高値を示すことが報
告されている。このことより、ワルファリン服用患
者の納豆摂取はリスクが大きいと考えられる。ワル
ファリンをはじめとして、食品と相互作用を示す医
薬品は多く存在する。医療安全の観点から薬剤師が
積極的に食事オーダーに関与する必要性が示唆され
た。また、病院食の運用においてもワルファリンの
処方時に自動的に「納豆禁」指示を加えるシステム
を構築することも有用であると考える。

都市への医師偏在による地域の医師不足は深刻で
あり、広大な医療圏を抱える北海道においても例外
ではない。指導医たるべき中堅医師は例外なく日常
診療に追われ、研修医の指導に必要な知識や技術の
アップデートを行うことが出来ず、「最新の知識と技
術」を熱望する研修医は地域での研修を望まず、こ
れがさらに地域の医師不足に拍車をかけるという悪
循環に陥っている。北海道大学（以下北大）病院で
は地域医療再生を目的として、平成20年度より医療
人養成・地域医療支援プロジェクトを立ち上げた。
臨床指導医養成プロジェクトはその一環であり、卒
後10年目以上の医師を対象としている。最初の1年
目に北大病院で「最新の知識と技術」を備えた指導
医として養成される。2～3年目は、北海道内の地域
中核病院29施設のいずれかに出向し、研修医指導に
当たる。この期間は助教等北大病院の身分が保障さ
れ、多様なフォローがなされる（3年コース）。さら
に平成22年度より始まった大学病院・地域中核病院
循環型医師出向制度（5年コース）では、4～5年目
に再び北大病院に戻り、さらなるキャリアアップを
目指す。浦河赤十字病院は病床数278床の地域中核
病院であり、常勤医師18名と大学等からの派遣医で
運営されている。北大病院の臨床研修協力病院でも
あるが、当院での研修を希望する研修医がいないた
め、地域医療研修として足利赤十字病院および武蔵
野赤十字病院より1カ月交代で派遣される研修医が1
名いるのみである。浦河赤十字病院を「研修医から
選ばれる病院」とすべく、本年より5年コースの大
学病院・地域中核病院循環型医師出向制度より1名
の医師が派遣された。当院の現在の問題点、今後の
改善点等を考察する。
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